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コロラド州デンバー 基本情報

デンバー市・郡：コロラド州都

• 人口：727,211 （州：575.9万人全米21位）

• 面積：401.24 km2 （州：26万 km2全米8位）2
• 標高：1マイル（1600m）

「マイルハイ・シティ」と呼ばれる

• 気候：四季があり、1年の300日が晴天

• 州知事：ジャレッド・ポリス（民）

• 市長：マイケル・ハンコック（民）

• 環境：治安がよく、災害は少ない、自然豊かな暮
らしやすい地域

• アクセス：デンバー国際空港は、ユナイテッドの
ハブ空港の一つ、成田ーデンバー直行便

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%B9%B3%E6%96%B9%E3%82%AD%E3%83%AD%E3%83%A1%E3%83%BC%E3%83%88%E3%83%AB


利便性の高い中心地

TRAVEL & CONNECTIVITY
デンバーは、アメリカの沿岸部のどの都市にも4
時間以内で行ける中心地にあります。山岳地帯
のタイムゾーンは、ヨーロッパ、南米、アジア太平
洋地域の戦略的市場との同一日のコミュニケー
ションを可能にします。

205都市への直行便

185 の国内線

アメリカ国内第3位の航空ネット
ワーク

日本、ヨーロッパの主要市場、アメリカ大陸
など12カ国、20の国際都市 への直行便があ
ります。. 世界主要都市へのアクセス（飛行時間）



デンバーを本社とする会社



主要産業クラスター

先進製造業 エネルギー 航空・宇宙 金融、保険

専門サービス
アグリテック

バイオサイエンス

ホスピタリティ
レストラン

リテール ヘルスケア
ウェルネス

アウトドアー
レクリエーション

テクノロジー
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DENVER’S START UP ECOSYSTEM

Denver’s Global 
Landing Pad 
Program



住みやすさ

 生活費が東西海岸の主要な大都
市部に比較して安価

 生活費指数: 110.8 （サンフランシ
スコ = 196.6 & シアトル = 156.7）
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72.7万人 デンバー在住者数

320万人 デンバー都市圏在住者数

11,000人 デンバー年間人口増加率

ミレニアル世代
 デンバーの人口の24.7%がミレニア

ル世代 (22-38歳) 

 ミレニアル世代の人口増加率で全米
で3位の都市

デンバー市は全米でも5番目に成長著しい都市

アメリカで最も
住みやすい都市

第2位



教育機関 (高等教育)
 31の公立学校、103の私立学校、

300以上の私立職業機関

 約40万人の学生

STEM （理系）フォーカス
早期に教育およびキャリアでSTEM
（科学・技術・工学・数学、理系）スキ
ルに傾注

デンバーのハイテク人材プールは、雇用全
体の6.2%を占めており、全国平均の3.5%を

大きく上回っています。

高レベルで豊富な労働力

教育の高い労働力
 46%が 学士以上の学歴を持つ

 全米第2位のランキング

労働力人口
 デンバー市：39.7万人

 デンバー都市圏：174万人

労働力費用

 デンバーメトロの世帯収入

の中央値：71,900ドル（2017年）

 デンバー平均給与: 60,742ドル (2018年)
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対日関係
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• 姉妹都市：高山市 （姉妹州県：山形県）

• 在デンバー日本国総領事館

• コロラド州内の日系企業： 80社以上

• 在留邦人数：5,088人
• 日系進出企業によって運営さえるロッキー

マウンテン日系企業会（JBAR)や補習校

• コロラド日米協会、ワールドトレードセン
ターなども活発に活動

• コロラドの対日関心は高く、学術、文化、姉
妹都市交流が盛ん

在デンバー総領事館コロラド州概況資料より各社HPより
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